
ー 茨城県の自動車盗被害の現状について ー 2024年・令和６年末(暫定値） 生活安全総務課

R2 R3 R4 R5 R6

茨城 821 633 587 615 567

全国 4787 4794 5256 5357 6081
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４ 認知件数（同月比）

１ 認知件数の推移

R1 R2 R3 R4 R5 R6

12月単月 143 60 25 53 40 55

12月末 1,482 821 633 587 615 567
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３ 刑法犯総数における自動車盗の割合

２ ワースト上位都府県の認知件数の推移

1月 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

R4 36 42 67 58 46 47 57 47 38 52 44 53

R5 39 37 48 60 75 83 47 54 46 41 45 40

R6 37 38 61 37 56 43 46 37 47 59 51 55
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５ 月別の認知件数

R1 R2 R3 R4 R5 R6

割合 7.3 5.0 4.4 3.7 3.1 2.7

刑法犯総数 20312 16301 14277 15986 19767 21095
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千葉 愛知

埼玉 茨城
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乗用 貨物

特殊車両（建設） 特殊車両（その他）

その他

７ 車種別の主たる被害場所（※既遂のみ）６ 車種別の割合（※既遂のみ）

８ 県内地域別における認知件数の推移（左）及び割合（右）
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９ 市町村別認知件数 (件)

※つくば市 全国市区町村別ワースト

トラクター・フォークリフトなど

　　　　　　　　　　車種別

発生場所

乗用自動車 貨物自動車 特殊自動車

（建設用）

特殊自動車

（その他）

2・３階建てアパートなど 98 8

一戸建住宅 75 21 1 6

会社・事務所など 33 49 1 2

月極駐車場など 46 12 1

４階建以上マンションなど 26 2

資材置場 4 11 3 1

田畑 3 1 9

一般ホテル・旅館 6 2

工事現場 6 1

空き家 1 3 1 1

工場 5 1

県 北 日立市 8 県 南 つくば市 99 県 西 筑西市 15

19 常陸太田市 2 279 土浦市 54 87 古河市 22

常陸大宮市 1 取手市 27 結城市 14

北茨城市 4 守谷市 15 境町 7

高萩市 0 牛久市 12 常総市 10

大子町 4 龍ケ崎市 13 下妻市 3

石岡市 9 五霞町 4

県 央 水戸市 45 稲敷市 9 坂東市 6

106 ひたちなか市 21 阿見町 13 桜川市 4

小美玉市 11 つくばみらい市 13 八千代町 2

笠間市 6 利根町 6

茨城町 7 河内町 2 鹿 行 神栖市 25

大洗町 7 かすみがうら市 5 76 鉾田市 14

那珂市 2 美浦村 2 鹿嶋市 12

城里町 5 潮来市 18

東海村 2 県全体 567 行方市 7
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11 未遂件数・未遂率

10 被害多発車 (台)
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12 ～ 未遂要因 ～
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ﾋｭｰｽﾞを抜いていたため

人に見つかったため

ﾊﾝﾄﾞﾙﾛｯｸをしていたため

隠しｽｲｯﾁ

警報装置が鳴ったため

未遂要因

未遂となったは一概には言えませんが、判明しているものは下記のとおりとなっています。
2024年中、車種別割合で見ると、貨物車の未遂が全体の54％、乗用車の未遂が45％となっており、
貨物車の方が未遂が多いことが分かります。
また、要因別では「警報装置が鳴動したため」により未遂になったものが一番多く、次いで「隠
しスイッチを付けていたため」となっています。

※プリウスの８割が型式ZVW3系

自動車の防犯対策はまず、駐車場の防犯対策を強化し、車に近づかせない（狙われない）対策
次にドアを開けさせない、エンジンを始動させない対策、次にエンジンを始動されても動かせな
いようにする対策、最後に万が一、盗まれても発見できる対策など複数対策が重要です。

R2 R3 R4 R5 R6

未遂 90 52 62 98 77

既遂 731 581 525 517 490

未遂率 11.0 8.2 10.6 15.9 13.6
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